
無
形
遺
産「
落
火
ノ
リ
」が
観
光
の
要
に

咸
安 韓国三大火祭りで地方誘客

大邱・釜山エリア 新たな観光名所が続々

伝
統
、地
域
性
生
か
し
地
域
発
展

無
数
の
火
の
粉
が
夜
に
舞
う

誘
客
の
起
爆
剤
に

保
存
会
の
存
在

咸
安
の
世
界
文
化
遺
産

末
伊
山
古
墳
群

咸安郡民の安寧と繁栄を祈願する民俗行事

会
場
も
文
化
遺
産

地
元
会
直
伝

落
火
棒
の
作
り
方

材
料
＝
炭
粉
、韓
紙
、木
綿
の
布
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韓
国
第
２
の
都
市
、釜
山
か
ら
車
で
約
２
時
間
の
場
所
に
位
置
す
る
咸
安（
ハ
マ
ン
）。

毎
年
釈
迦

し
ゃ
か

の
生
誕
日
（
旧
暦
４
月
８
日
）
に
は
、
韓
国
三
大
火
祭
り
の
一
つ
「
咸
安
落
火

ラ
ッ
カ

ノ
リ
」
が
開
か
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

月

日
、
日
本
人
観
光
客
を
対
象
と

し
た
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
が
初
め
て
開
か
れ
た
。
そ
の
様
子
を
も
と
に
咸
安
落
火
ノ
リ
の
特
徴

や
魅
力
、
伝
統
を
継
承
す
る
保
存
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

咸安落火ノリの開催地「無尽亭」

③願い事を書いた紙を先端に付
けたら完成。

②①を２本作ったものを縄のよ
うにねじり、炭がこぼれないよ
うにひもで止める。

①韓紙の形に沿って炭粉と木綿
の布を交互にのせ、棒状に巻く。

マッコリをアレンジ
したドリンク

韓
屋
を
改
装
し
た
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
大
邱
鐘
路
古
宅
店

釜
山
限
定
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ズ
」
（
上
）
と
「
ム
ー
ン
」

ア
ル
テ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
釜
山

　
咸
安
の
近
隣
都
市
、
大
邱

や
釜
山
で
も
観
光
客
を
呼
び

込
も
う
と
、
新
た
な
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
大
邱
の
中
心
街
に
位
置
す

る「
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ

ー
　
大
邱
鐘
路

古
宅
店
」は
、２

０
２
２
年

月

に
オ
ー
プ
ン
。

一
般
的
な
ス
タ

ー
バ
ッ
ク
ス
と
は
異
な
り
、

１
９
１
９
年
に
建
て
ら
れ
た

伝
統
家
屋「
韓
屋（
ハ
ノ
ク
）」

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
店

舗
で
、美
し
い
建
築
様
式
を

保
全
し
つ
つ
も
、過
去
と
現

在
が
調
和
す
る
特
別
な
空
間

に
仕
上
げ
た
。木
材
、土
、瓦
、

石
な
ど
、韓
屋
特
有
の
自
然

素
材
を
用
い
た
建
築
技
術
が

随
所
に
み
ら
れ
る
。

　
店
内
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ー

ノ
な
ど
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ

か
、
低
温
抽
出
し
た
コ
ー
ヒ

ー
に
、
マ
ッ
コ
リ
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
ク
リ
ー
ム
と
ク
ラ
ン

チ
を
載
せ
た
「
ラ
イ
ス
ク
リ

ー
ム
コ
ー
ル
ド
ブ
リ
ュ
ー
」

等
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ド
リ
ン
ク

も
提
供
す
る
。

　
釜
山
港
近
く
の
島
、
影
島

（
ヨ
ン
ド
）
で
は
、
韓
国
の

デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
会
社
・

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
社
が
手
掛

け
る
没
入
型
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
展
示
館
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
　
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
　
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｎ
」
（
ア
ル
テ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
釜
山
）
が
今
年
７
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。
同
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
済
州
、麗
水
の
ほ
か
、

香
港
、
ド
バ
イ
な
ど
海
外
に

も
広
く
展
開
し
て
お
り
、
釜

山
は
８
番
目
。

　
館
内
に
は

の
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
作
品
が
展
示
さ
れ
、

う
ち

作
品
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ズ
」
「
ウ
ェ
ー
ブ
」
「
ム

ー
ン
」
等
は
釜
山
の
地
域
性

に
合
わ
せ
て
新
し
く
制
作
さ

れ
た
も
の
。
「
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｌ

Ｅ
」
（
循
環
）
を
テ
ー
マ
に

光
と
音
、
香
り
で
釜
山
の
自

然
の
壮
大
さ
や
美
し
さ
が
再

現
さ
れ
、
こ
こ
だ
け
の
没
入

体
験
が
楽
し
め
る
。

イ
・
ハ
ク
チ
ュ
国
際
観
光
本
部
長

保
存
会
が
船
に
乗

っ
て
火
を
付
け
る

末伊山古墳群

夜空の下、火の粉が舞い落ちる姿は幻想的

「咸安落火ノリ写真コンテスト」の開催も

イ
・
ス
チ
ャ
ン
事
務
局
長

　
韓
国
の
三
大
火
祭
り
の
一

つ「
咸
安
落
火
ノ
リ（
遊
び
）」

は
、
咸
安
郡
民
の
安
寧
や
繁

栄
、
厄
払
い
、
健
康
な
ど
を

願
っ
て
毎
年
釈
迦
の
生
誕
日

（
旧
暦
４
月
８
日
）
に
行
わ

れ
る
民
俗
行
事
。
炭
と
韓
紙

（
韓
国
伝
統
の
手
す
き
和

紙
）
を
縄
状
に
編
ん
で
作
っ

た
「
落
火
棒
」
を
ひ
も
に
ぶ

ら
下
げ
て
火
を
つ
け
、
火
の

粉
の
う
つ
ろ
い
を
楽
し
む
も

の
で
、
舞
い
落
ち
る
火
の
粉

が
花
の
よ
う
に
美
し
い
こ
と

か
ら
、
「
落
花
ノ
リ
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。

　
落
火
ノ
リ
は
他
地
域
で
も

盛
ん
に
行
わ
れ
、祝
賀
公
演

や
祭
礼
行
事
な
ど
活
用
の
幅

も
広
い
。中
で
も
最
も
規
模

が
大
き
い
の
が
咸
安
の
落
火

ノ
リ
で
、慶
尚
南
道
の
無
形

文
化
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
。人
口
約
５
万
人
の
都

市
・
咸
安
に
と
っ
て
は
、観
光

の
要
と
も
い
え
る
存
在
だ
。

　
こ
れ
ま
で
は
年
に
一
度
の

開
催
だ
っ
た
が
、
韓
国
ド
ラ

マ
「
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
よ

ろ
し
く
」
「
こ
の
恋
は
不
可

抗
力
」
な
ど
の
ロ
ケ
地
と
し

て
注
目
を
浴
び
、
聖
地
巡
礼

で
訪
れ
る
見
物
客
が
急
増
。

今
年
度
か
ら
は
、
予
約
制
の

導
入
や
旅
行
商
品
を
開
発

し
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
を
強
化
す
る
ほ
か
、
運
営

面
に
お
け
る
安
全
性
確
保
に

も
努
め
る
。

　

月

日
に
は
、

日
本
人
旅
行
者
を
対

象
と
し
た
「
咸
安
落

火
ノ
リ
ジ
ャ
パ
ン
デ

ー
」
が
開
か
れ
、
ツ

ア
ー
客
約
４
５
０
人

が
参
加
。
約
千
本

（
通
常
は
約
３
千
本
）
の
落

火
棒
に
火
が
つ
け
ら
れ
、
夜

空
の
下
、
韓
国
の
伝
統
楽
器

の
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
、
無

数
に
舞
う
火
の
粉
の
様
子
を

楽
し
ん
だ
。

　
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
を
主
催
し

た
韓
国
観
光
公
社
の
イ
・
ハ

ク
チ
ュ
国
際
観
光
本
部
長

は
、
「
来
年
は
日
韓
国
交
正

常
化

周
年
の
節
目
の
年
。

日
韓
の
交
流
を
よ
り
活
性
化

す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
」

と
コ
メ
ン
ト
。
咸
安
落
火
ノ

リ
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
の

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し

た
誘
客
に
つ
い
て
は
、
「
コ

ン
テ
ン
ツ
自
体
は
十
分
な
魅

力
が
あ
る
が
、
ソ
ウ
ル
と
比

較
す
る
と
ま
だ
ま
だ
ホ
テ
ル

が
少
な
い
の
が
現
状
。
今
後

は
宿
泊
施
設
の
整
備
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

　
朝
鮮
中
期
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
と
い
わ
れ
る
咸
安
落
火

ノ
リ
は
、
１
９
６
０
年
に
無

尽
亭
で
再
現
さ
れ
、
現
在
に

至
る
。
こ
れ
ま
で
存
続
さ
れ

て
き
た
背
景
を
語
る
に
は
、

地
元
住
民
で
構
成
さ
れ
る

「
咸
安
落
火
ノ
リ
保
存
会
」

の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。

　
保
存
会
は
、
祭
り
の
準
備

か
ら
運
営
ま
で
全
て
を
担

い
、
落
火
棒
に
必
要
不
可
欠

な
炭
も
保
存
会
の
手
に
よ
っ

て
作
ら
れ
る
。
咸
安
の
山
で

と
れ
た
ク
ヌ
ギ
な
ど
良
質
な

オ
ー
ク
の
木
を
窯
の
中
で
じ

っ
く
り
と
火
を
入
れ
、
約
３

カ
月
か
け
て
完
成
さ
せ
る
。

湿
度
に
弱
い
た
め
、
管
理
が

難
し
い
点
も
あ
る
が
、
自
然

由
来
の
素
材
の
良
さ
が
落
火

ノ
リ
の
美
し
さ
を
引
き
立
た

せ
る
と
い
う
。

　
保
存
会
の
イ
・
ス
チ

ャ
ン
事
務
局
長
は
、

「
炭
の
製
造
方
法
は
特

許
取
得
済
み
。
火
薬
を

使
わ
な
い
の
で
環
境
に

も
優
し
く
、
会
場
の
池

に
コ
イ
が
泳
い
で
い
る

の
を
見
れ
ば
こ
の
こ
と

が
よ
く
分
か
る
は
ず

だ
」
と
説
明
す
る
。

　
舞
い
落
ち
る
火
の
粉
が
池

の
水
面
に
反
射
す
る
こ
と
で

美
し
さ
が
増
す
咸
安
落
火
ノ

リ
の
開
催
地
、
「
無
尽
亭
」

（
ム
ジ
ン
ジ
ョ
ン
）
も
慶
尚

南
道
の
有
形
文
化
遺
産
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
無
尽
亭
は
朝
鮮
時
代
初
期

に
建
て
ら
れ
た
亭
子（
東
屋
）

の
一
つ
で
、
前
面
３
間
、
側

面
２
間
、
屋
根
は
側
面
が
８

の
字
形
に
似
た
入
母
屋

い
り
も
や

造
り

が
特
徴
。
現
在
の
建
物
は
１

９
２
９
年
に
再
築
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
装
飾
や
彫
刻
が
な

い
素
朴
な
た
た
ず
ま
い
が
朝

鮮
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
亭
子

の
形
式
を
よ
く
表
し
て
い

る
。

　「
限
り
な
く
続
く
豊
か
さ
」

と
い
う
意
味
を
込
め
て
名
付

け
ら
れ
た
「
無
尽
亭
」
の
名

の
通
り
、
元
々
は
、
当
時
の

人
々
が
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め

て
訪
れ
る
場
と
し
て
見
晴
ら

し
の
よ
い
丘
の
上
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
周
辺
の
景
色

を
一
望
で
き
る
設
計
に
な
っ

て
い
る
。
池
の
周
辺
に
は
大

き
な
木
々
が
茂
り
、
散
歩
に

も
適
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
観
光

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。

　
咸
安
を
訪
れ
た
際
は
、
世

界
文
化
遺
産「
伽
耶
古
墳
群
」

の
一
つ
で
、
無
尽
亭
の
ほ
ど

近
く
に
あ
る
「
末
伊
山
（
マ

リ
サ
ン
）
古
墳
群
」
に
も
足

を
運
び
た
い
。

　
末
伊
山
古
墳
群
は
５
～
６

世
紀
に
豊
か
な
農
耕
社
会
を

築
い
た
伽
耶
小
国
「
阿
羅
伽

耶
」
（
ア
ラ
カ
ヤ
）
の
王
と

貴
族
た
ち
の
墓
が
造
成
さ
れ

た
古
墳
群
。
約
１
０
０
基
の

大
型
古
墳
が
高
い
場
所
に
列

を
な
し
て
た
た
ず
み
、
そ
の

下
に
約
１
千
基
の

中
小
型
の
古
墳
が

分
布
し
て
い
る
。

稜
線
に
沿
っ
て
は

る
か
遠
く
ま
で
つ

な
が
る
古
墳
群
の

圧
倒
的
な
景
観
に

驚
く
だ
ろ
う
。

　
古
墳
群
の
一
番

高
い
位
置
か
ら

は
、
咸
安
落
火
ノ

リ
の
様
子
を
ゆ
っ

く
り
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
。


